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振動 ,興奮系 にお ける余次元 2の分岐








意ニーx ･ fx(CIX- C2y･P)-F(-,y)
dγ甘=-γ+f,(C3X-C4y+Q)=G(a,y)
x,再まそれぞれ興奮性神経細胞集団,抑制性神経細胞集団の平均発火率で0と1の間の値を







C2-4W2C3T3,cl- J-2;弓 箸 ,p--!'cl-C2 ),Q-一争 ま蝶のカストロフィー点








C2-- , C3-- , C4-0, p-一書 ,Q--Jf というパラメータの値が得





坐 - (リo+リ1Z + リ2Z2)W+po+PIZ+〟2Z2十p3Z3- Z5dZ




































大阪市大･理 釜 江 哲 朗
無秩序さを表す量としてのエントロピーは,確率分布に対する量であるため,観測された現
象に対して適用するには,確率空間の設定が必要となる｡この意味で,エントロピーは現象の
無秩序さを直接表現しうる量とはいえない｡コンプレキシティ(complexity)は,対象のもっ
論理的な複雑さを表現する量として, 1960年代にA.N.KolmogorovとG.∫.Chaitinによ
って導入された｡それは,現象の無秩序さのより直接的な表現となっている｡
考察の対象とするものの全体をWとする｡Wは以下のN及びDを含むものとする｡Wの各元
は,一定の手続きで番号付け可能なものとする｡この番号付けによって,WはⅣ-(0,1,2,
---才と一対一に対応する｡この対応によって,N上の計算可能性に関する概念がW上に移さ
れる｡長さ有限な0と1の列の全体をDとする｡Dの元Eの長さをL(i)と書く｡WXD か
らW-の部分的に計算可能な関数fを考える｡ここで,関数f(a,I)が部分的に計算可能で
あるとは,入力 (a,I)∈WXDに対 して出力f(Lr,I)∈Wを計算する手続きが存在する
ことをいう｡この手続きの概念は数学的に明確にされねばならないが,ここでは,計算機のプ
ログラムを思い浮べることにしょう｡入力 (a,Eに対して,計算が完了しない場合もある.こ
のようなとき,f(x,i)は定義されてないものと考える｡ ｢部分的に｣というのは,関数f
の定義域がWXDの全体とは限らないことを意味する｡
Wの元J,γに対して,∬を与えた上でのγのノー コンプレキシティを
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